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研究成果の概要（和文）：第二言語（外国語）で、読んだり書いたりする際に、単語の連続（連

語）をどのように処理しているのかを観察した。読解時の視線をミリ秒単位で記録する視線計

測装置による実験で、英語では連語の頻度の差により母語話者と学習者の処理は違うという結

果が得られたが、フランス語では頻度の差は影響するが母語話者と学習者で処理に差はなく、

ドイツ語では頻度の差は母語話者にも学習者にも影響しないという結果が得られた。また、英

文を書く際には、書く過程と書いた結果とでは必ずしも連語は一致しないという結果が得られ

た。 

 
研究成果の概要（英文）：We observed how second language learners process collocational 

expressions when they read or write. Our eye-tracking experiments revealed that native 

speakers and learners of English process them differently according to frequency 

differences, while in French the frequency differences affect their reading process but in 

the same way between natives and non-natives, whereas in German the frequency 

differences do not affect either natives or non-natives. Our writing process studies revealed 

that collocational expressions found in the writing process and those obtained from written 

texts are not necessarily the same.  
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１．研究開始当初の背景 

 従来の外国語学習においては、言語学にお
ける分析単位である「単語」を要素とし、文
法規則を適用することで、「文」を産出し、
また、理解においては、「文」を「単語」に
わけ、それを支配している文法規則に基づき
意味を理解するというモデルが考えられて
きている。 

 しかし、「単語」を数千語から 1 万語以上も

覚え、文法テストでは満点をとるような上級
外国語学習者でも、母語話者と同等には「自
然」に産出や理解を行なうことはできない。
これは、単に処理の自動化にともない処理が
速くなるということでは説明できない現象
である。 

 また、上級者が自然な産出をするためには
「コロケーション」の知識が欠かせないとい
う指摘も、1983 年の Pawley and Syder の
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研究に始まり、最近特に注目されている
(Sugiura 2002; Nesselfauf 2004)。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、第二言語習得において、
学習者はどのような単位で産出及び理解と
いう処理を行なっているかを明らかにする
ことである。 

 本研究は、学習者が外国語を処理（産出お
よび理解）している「過程」において、実際
にどのような単位で処理を行なっているの
かということを、リアルタイムに記録するこ
とで、解明しようとする試みである。 

 

３．研究の方法 

 平成 21 年度は、本実験で必要となるリー
ディング用英文とライティングタスクの課
題の選択を行なうとともに予備実験を行な
う。フランス語とドイツ語については実験の
準備を行なう。 
(１) リーディング用英文作成のための基礎
的研究 
 英語母語話者によるコーパスを、テキスト
のジャンルと語彙・文法・定型表現の関係を
分析し、コーパス言語学的な特徴を明らかに
する。 
(２) リーディング用英文作成 
 第二言語習得研究におけるリーディング
に関する先行研究の知見を参考に、英語母語
話者のライターと共同作業で、適切な語彙・
文法・定型表現を含む英文を作成する。 
(３) ライティングタスクの課題選択のため
の基礎的研究 
 英語学習者コーパスを、テキストのジャン
ルと語彙・文法・定型表現の関係を分析し、
コーパス言語学的な特徴を明らかにする。 
(４) ライティングタスク課題の選択 
 これまでのライティングに関する先行研
究を参考に、学習者のレベルを考慮に入れた
ライティングタスク課題の選択を行なう。
(５) ライティング過程のリアルタイム記録
システムの開発 
 コンピューター上でリアルタイムでミリ
秒単位でライティングの過程を記録できる
システムを開発する。 
(６) リーディング課題の予備実験 
 新規に購入する視線計測装置を使用し、
(２) で作成した英文を使い、実際にリーデ
ィング課題の予備実験を行なう。 
(７) ライティング課題の予備実験 
 ライティングのリアルタイム記録システ
ムを使い、(４) で選択したライティングの
タスクを実際に予備実験を行う。 
(８) フランス語とドイツ語に関する実験準
備 
 フランス語とドイツ語のコーパスを用い
て、テキストのジャンルとそれに含まれる語

彙・文法・定型表現の関係を分析し、フラン
ス語及びドイツ語のもつコーパス言語学的
な特徴を明らかにする。 
 
 平成 22 年度は、英語に関する本実験とそ
の分析を行なうとともに、英語に関して蓄積
したノウハウを用いて外国語としてのドイ
ツ語とフランス語に関して同様の実験の準
備と予備実験を行なう。 
(１) 本実験１：リーディング 
視線計測装置を用いたリーディングの実験
を行なう。英語母語話者・英語学習者それぞ
れ２０名、合計４０名規模の実験とする。 
(２) 本実験２：ライティング 
ライティング過程リアルタイム記録システ
ムを用いた実験を行なう。中級英語学習者・
上級英語学習者それぞれ２０名、合計４０名
規模の実験とする。 
(３) リーディングの実験結果分析 
アイトラッキングの結果を、専用の解析プロ
グラムを用いて、分析し、リーディング過程
における、処理単位を分析する。 
(４) ライティングの実験結果分析（処理単
位分析） 
ライティングタスクにともない記録された
データを、各個人毎の相対速度に基づくポー
ズを手がかりとして、ライティングにおける
処理単位を分析する。 
(５) ライティングの実験結果分析（コーパ
ス言語学的分析） 
ライティングの結果産出されたテキストを、
学習者コーパスとして集積し、コーパス言語
学的分析方法により、語彙・文法・定型表現
という観点から分析する。 
(６) 外国語としてのドイツ語とフランス語
に関し、実験準備と予備実験をする。 
ドイツ語およびフランス語母語話者に、リー
ディング課題用のテキストを、英語と同様に
作成してもらう。リーディング課題とライテ
ィング課題の作成を英語と同様に行ない予
備実験を行なう。 
 
 平成 23 年度は、英語に関して、リーディ
ングとライティングの処理過程の観察から
得られる「処理単位」が、実際に英文の処理
において速度と正確さという点において効
果があるのかどうか実験を行う。そして、そ
の分析結果をまとめるとともに、ドイツ語と
フランス語に関する本実験・分析を行ない、
英語の分析結果と合わせて、本研究の普遍性
を考察するとともに、研究成果の公開を行な
う。 
(１) 英語に関する実験と分析結果のまとめ 
 英語母語話者および英語学習者のライテ
ィングとリーディングにおける「処理単位」
と、英語母語話者および学習者コーパス分析
による英文産出結果に基づく「定型表現」と



 

 

を比較分析する。  
(２) ドイツ語に関する本実験と分析 
 母語話者と学習者に関する本実験を行い、
ドイツ語における「処理単位」の分析を行い、
英語の研究結果と比較分析する。 
(３) フランス語に関する本実験と分析 
 母語話者と学習者に関する本実験を行い、
フランス語における「処理単位」の分析を行
い、英語の研究結果と比較分析する。 
(４) 総合的考察 
 英語を中心とした研究結果が、ドイツ語と
フランス語においても同様に観察できるか
どうかを比較検討することにより、第二言語
（外国語）習得における処理単位の存在と特
徴について、シンポジウムを開催し、研究成
果を報告するとともに多くの専門家による
議論を行い総合的に考察する。 
(５) 研究成果の公開 
 本研究の成果を、報告書のみならず、開発
したプログラムと実験結果により得られた
処理単位のデータをインターネット上に公
開する。 
 
４．研究成果 
 
 平成 21 年度は、産出に関しては、ライテ
ィングのリアルタイム記録システムを開発
し、数名の被験者に予備実験を行い、本シス
テムの動作確認を行った。また、母語話者と
学習者のコーパスデータの比較を行い、産出
単位による母語話者と学習者の判別分析を
行った。 
 理解に関しては、リーディングの測定に使
用する視線計測装置を選定し、実験室で実験
可能な環境を整え、測定方法の確認を行った。
また、刺激文呈示プログラムを開発し、予備
実験として、試作した実験項目を使い数名の
被験者で実験を行った。具体的には、実験文
を呈示し単語レベルでの視線移動の観察を
行い、各単語の凝視時間と、その単語のコー
パス中での頻度との相関関係を分析した。 
 
 平成 22 年度は、第二言語の理解（英語リ
ーディング）に関しては、「動詞＋目的語」
という表現パターンで、コーパスデータに基
づき遷移確率をコントロールした精緻な実
験文を作成し、英語学習者および英語母語話
者それぞれ 30 名以上の協力を得て、視線計
測装置を使い視線データを収集した。分析の
結果、先行研究の母語話者データの分析結果
とは違い、英語学習者は遷移確率の違いによ
り初回注視継続時間に差がなく、英語母語話
者とは言語処理に違いがあることを確認し
た。また、得られた視線計測データから処理
単位を特定するプログラミング方法の検討
を行った。 
 第二言語の産出（英語ライティング）に関

しては、リアルタイムのライティングデータ
を 20 名分以上収集し分析を行い、産出単位
の特定および産出結果データとの比較分析
を試みた。ライティングに伴う削除やポーズ
の特定というこれまでのコーパス分析では
想定していなかった現象のデータ処理作業
が予想以上に難題であることがわかり、翌年
度引き続き分析方法を検討することにした。 
 ドイツ語とフランス語に関しては、それぞ
れのコーパスデータをテキスト処理し、本実
験で必要となる遷移確率に関する基礎的な
データを得るために n-gram の分析を行った。 
 
 平成 23 年度は、理解に関して、前年度収
集した視線計測装置による英語母語話者と
学習者のデータを、初回注視継続時間のみな
らず凝視時間と注視頻度を合わせて分析す
ることにより、「動詞＋名詞」という表現パ
ターンの処理において、母語話者については、
先行研究と同じ傾向であることを確認した
上で、学習者については母語話者とは処理過
程に差があることを明らかにできた。また、
視線計測データから流暢に処理をしている
連語表現を抽出するプログラムを開発した。
英語の産出データの分析に関しては、データ
処理・分析作業も考慮に入れたリアルタイム
記録プログラムを新たに開発しなおし、20 名
分のデータを新たに取り直し、ex-Gaussian 
分布を使って、連語表現の流暢な産出を観察
できるプログラムを開発し、産出過程におけ
る連語表現と産出結果における連語表現と
の比較分析を行った結果、処理単位としての
連語表現には相違があることが明らかにな
った。 
 フランス語に関しては、「名詞＋形容詞」
という表現パターンを観察対象にし、視線計
測装置により、フランス語母語話者と学習者
のデータを収集し、英語と同様に遷移確率に
基づき処理過程を分析したところ、母語話者
と学習者とで処理速度に差はあるものの、頻
度の差に関しては母語話者も学習者も同様
に処理に差があるという、英語とは違う興味
深い結果を得た。ドイツ語については「形容
詞＋名詞」という表現パターンを用いて、母
語話者と学習者データを収集し分析したが、
フランス語とは逆に、頻度の差による処理の
差が母語話者でも学習者でも観察されなか
った。 
 英語・フランス語・ドイツ語で、統一的な
結論が得られなかった理由については、言語
の違いの他にも学習者の熟達度の違いや表
現パターンの違いや語彙レベルの差など多
くの要因が考えられるが、その究明は今後の
課題である。 
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